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は し が き

国際航海に従事する船舶の電気設備に対しては，人命安全の見地から「海上に

おける人命の安全のための国際条約」（ＳＯＬＡＳ条約）で規制され，加入国はこ

の条約に従うことが義務づけられている。従って加入国は，この条約に基き国内法

規や規則を制定し，船舶の電気設備がこれらの法規，規則に適合していることを確

認することが要求される。

本書はＳＯＬＡＳ条文の電気設備関係の規則とこれに関連する国内法規及び規

則等について説明を加えてとりまとめたものである。電気艤装設計及び艤装工事を

行う場合の基準として大いに役立てゝもらいたい。

なお，本書は競艇の交付金による日本財団の助成金を受けて作成したものであ

る。
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